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かたちをつくるのが好きだった

京大の建築学科に入ろうと思っだきっかけは何ですか？

査田：あの頃の記憶ってあまリ定かではないんですけど、

のクラスにいて、何となく工学部かなとは思ってまし

左。父親が美術教師で、自分も工作が大好きだったんで、

そういったことに近いことをしたいという気持ちがあっ

だんですね。自分でつくるのが好きだった。だから工学

部の中でも、建築かなと思うようになっだんですね。

建築で伺かをつくリだいというのが大きかったと。

考えだことをかだちにできるというか。自分の手でつく

る、そんなイメージがあったんだと思いますね。

建築学科に入って、授業とか設計演習がはじまると思

うんですけども、その印象はどうでしたか？

確か最初はトレースとかやらされたんですよね。

僕らもそれはずっと一緒なんじゃないかと。

森田：あれは全然おもしろくなかったですよね。

一同．・笑

森田：みんな配られたお手本の寸法を測って、それを模写して

るんだけど、僕は上からケント紙をのせてなぞるような

ことをやってて。課題の意図もよく分かんないし、メ

チャクチャやってましたね。その後ようやく設計漬習が

はじまったんだけど、これまた何をやればいいのかよく

分かんない。数学とかの目標がはっきリしたものと違っ

て、ゴールが分かんないですよね、建築って。いきなリ

設計しろって言われても。

中井：はじめての設計というのは、覚えていますか？

森田：鴨） 11フォリーっていうやつをやったのは覚えてるんです

よ。鴨） I Iに東屋を建てるっていう。でも何やリゃいいか

全然分かんないんですよね。

ー同

建築で何ができるかっていうことがそもそも分かってな

かっだんです。同級生の中に、もともと建築に興味が

あって、色々本とかを見て、予備知識がある人だとか、

お父さんが建築家だとか、そういう人だちがいて。彼ら

がやってるのを見ながら、ああ、そういうことができる

のかと勉強してたっていう感じですね。コルビュジエも

黒） I I紀章も知らない、建築家の名罰なんか帷も知らない

状態で、見よう見まねで設計に取リ組んでいだんですよ

ね。そんな状態でした。

中井：設計演習がはじまったら、先生の評価が気になることっ

てあると思うんですが、自分のつくったものがどういう

風に受け取られるかという、その辺リはどうだっだんで

すか？

否田：今のジュリーのやリ方は分かんないですけど、三時は

100人くらいの学生がみんな課題を提出して、 10人＜

らいが選ばれて教授陣のジュリーを受けるっていう形式

だっだんですね。でも僕はそもそも、その 10人に入ら

ないんです。殷言十をするのは好きで取リ組んでいたんだ

けれど、何が評価されるのか、何を泉めら礼ているの

かっていうのが何も分からずに、だだ自分がやリたいな

と思うことを闇雲にやってたっていう感じですね。

中井：その当時、参考にされた建築家の方はいましたか？

時流行っていた建築家とかは。
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森田：僕はとにかくかたちをつくる人が好きでしたね。当時昨

常勤で来られていた高松伸さんだとか、渡辺豊和さんだ

とか、毛綱毅8晨さんだとか。伺もないところからかたち

を生み出すっていうことに興院があリましたね。内部空

間なんてどうでも良かった。印象に残っている出来事が

あって、僕がつくってきた模盟を友達に見せて、これか

らプラン考えるんだって言ってたんです。

中井：じやあ、まずかたちをつくっちゃってという（笑）。

森田：えっ、プランがないのに模呈ができてるの？ って驚か

れて。その時、普通は先にプランをつくるものなんだと

分かっだ（笑）。

中井：授業はどうでしたか？ どういっだ学生生活を？

授業は、これが全然出てないんですよ。

ー同：笑

森田：全く行ってない。製図だけは臼くんですよね。でもほ

とんど先生にエスキスっていうのを受けた寛えもない

し、自分でやリたいものをやって一方的に提出してだっ

ていう感じでしだね。だからジュリーにも残らない。

ずっと閉々としながらという感じですか？

いや、戸喜々としているって感じはなかったんですけど

ね。ああこいつら分かんねえな、みだいな変な自信だけ

はあって。本当自己流でやリ通していました。

独裁者の住宅

中井： 4回生になって、五形究室の配屑は？

森田： 4回生の時に、そうはいっても僕は三時京大に来だばか

リの竹山聖先生に設計を学んでみたいという想いがあっ

て、希望を出してはいたんですよ。希望者は 12人くら

いいて、 6人くらいが入る倍率だっだのかな。その時に

竹山さんはいなくて、その前任の） 11崎清さんが提出され

た図面を見て選んだらしいんですけど、僕のは見事に落

ちて（笑）。だぶん何やってんだこいつは、って感じだっ

たと思うんですけどね。プランが韮理やリあとで言百め込

まれたような図面を見て。それで僕はまだ希望者が誰も

いなかっだ、鉄筋コンクリートの研究をしている渡遷史

天先生の研究室に入れて頂いたんです。今はもう退官さ

礼ていると思うんですけど。そこに 1

した。

中井：卒業設計はされたんですか？

していま

森田：卒業設計は、鉄筋ニンクリートの柱梁接合部の耐震性能

についての卒業綸文を書きながら、推にも見てもらう予

独裁者の住宅

定のない卒業設計を勝手にやってたんですよ。将来は設

計をやろうと思ってたので、ここでちゃんと自分で考え

たことを残しとかないとダメだと思って、時間つくって

取リ岨んでいたんです。

そ礼はどういったものだったんですか？

森田：《狡裁者の住宅》っていうテーマで巨大な宮嗣のような

建築の投言tをしました。ある架空の怯裁者のストーリ

をつくって、その架空の社会、架空の人格に対して、空

闇をつくるというものです。卒業設計というと美術飼と

吐会に対してその建築が存在する大義名

分がはっきリしているテーマがほとんどだと思うんです

けど、僕は伺となく、どんな目的のために建てられた建

築でも、 とができるんじゃない

かという想いがあって。大昔のローマの遺跡とかだっ

て、そうでしょ。竺裁者というか、すご(

めに建築がつくられているんだけど、今でも僕らにとっ

てかけがえのないものになっている。そんなことを表現

したかったんですね。渡遷研究室でコンクリートを鱗っ

て固めて壊す実験をしながら、こっそリとそういったも

のを描いていましだ。同級生の一部しか知らない僕の卒

海外放浪

中井：大学院で布野研究室に入るまでの経緯は、どういったも

のだったんですか？

4回生の夏に大学院の試験があったんですけど、僕はも

う学校に全くイ三つてないものですから、楽謄で落ちるつ

もリでいたんですね。でもなぜか通ってしまって（笑）。

それは三時同級王だちにも衝撃が走ったと思うんですけ
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ど。「森田が通った、納得f『かない」みたいな感じで。

それで、その時は布野修司先生の研究室を受けたんです

ね。 4回生の時に研究室配雇に漏れたことで、自分の設

言十はどうもピントがずれているようだ、誰かの下で設計

の勉強をしたいという気持ちもあったのですが、それ以

前に建築のことをもっと広く知らなきゃいけないってい

う想いがあったものですから。布野先生のところは設計

はしないですけど、とにかく世界中に建築を見に行っ

て、それがどういう風に成リ立っているのかを調べてい

るところだったので、それは設計につながるはずだとい

う確信はあったんです。ただ、ほとんどまぐれで留年せ

ずに大学院に進めたので、卒業してすぐ大学院に進ま

ず、布野先生にお願いして 1年休学させてもらって、海

外へ放浪旅行に出かけたんです。

中井．• その時はどこへ行かれたんですか？

アジア、中東、東ヨーロッパとか、陸続きで行けるよう

なところを旅していました。布野先生のところに行〈前

に、自分で見れる限リの国々を見ておこうと思って。

印象に残った場所とかあリましたか？

色んな魅力的な場所や印象的な出来事があったんですけ

ど、当時の僕の旅行はお金に限リがあるのでとにかく

路で移勤していくんです。つまリ、景ばないで移動する。

すると、各地域でそれぞれ別々に存在しているように

学んでいた建築様式が、グラデーションのように変わっ

ていくのが手に取るように分かるんです。日本を出発し

て中国からシルクロードに沿って西へ向かい、もちろん

ヒマラヤとか巨大な山脈を越えたリするとガラッと変化

したリはするんですが、それでも巨視的にはヨーロッパ

まで少しずつ変化しながらずっとつながっている。特定

の地域だけで見ると、それぞれ固有の様式が存在してい

るように見えるんだけど、世界の建築は全部グラデー

ションでつながっている、というのがすこべ印象的でし

たね。あとはかたちの根拠っていうのが学生の頃からも

すごく興味があったんだけれども、特に自然の厳しいと

ころに行くと、そこの気候とかたちっていうのがこれし

かないっていう感じでつながっているんですよね。かた

ちと環境との切実なつながリっていうのが、すこべ印象

に残ってますね。

中井：原広司先生もそういう本書かれていますよね。

森田：原さんの集落の本、持っていってましたよ。旅行中ずっ

と握リしめていたのでボロボロになって。原さんが訪れ

だイランの集落とか、ポーランドの広場、）レーマニアの

街とかね、探して行くんですよ。全然分かんないんだけ

ど（笑）。

中井：当時、あんまリ地図とかも分かんないですよね、はっき

リした場所とか。

森田：原さんもこんな地図にポンって書いてるだけで詳しい場

所なんて全然分かんないし、それを無理やリ探して行

く。本当情報がなかったですからね。文犀本の片隅に申

しわけ程度に載っている小さな地図でここら辺とかって

印してあるのを、現地で手に入れたイランの地図の中か

らどこだろうって探し出して、日本人なんて絶対乗らな

いようなローカルバスに乗って訪ねて行ってました。

黒田：どれくらいの期間ですか? 1年間ずっと？

森田：もう、汎々 1年。途中で一時帰国するお金もなかったの

で、ずっと行ってたんですよ。

中井： 1ヶ月くらい滞在した場所もあリましたか？

森田：長いところでも 2週間くらいだったかな。ダダダッと移

動して建築を手自リ次第に見て、疲れてくると 1週間＜

らいどっかで休憩して、またダダダッて移励してってい

う感じ。その間はもう 1泊2泊。とにかく建築を見て歩

くっていうことをやってましたね。今そういうことやる

人いないですか？ 結構いるでしょ？

とかっていうのはよ〈間くんですけど、 1年間行

く人っていうのはなかなか間かないですね。

森田：僕らの頃は結構いたんですよ、 1年間休んじゃうやつつ

て。中南米行ってたやつとか、東南アジア行ってたやっ

とか。円も強かったし。今円強いからチャンスですよ

（笑）。

チベy卜研究

中井： 1年経って帰って来られて、研究室で活動されていたん

ですよね？ 研究室では主にどのようなことをなさって

いたのですか？

森田：研究室では、チベットのラサっていうところをフィ

ドにするって宣言して、その街に何回か調査に行って論

文を書きましたね。 1年間の旅では行くことができな

かったんですが、インドのチベット文化国を旅行してい

る時に、チベット人と建築との関係が印象的で、ラサは

街全体がその構造でできているという話を聞いていまし

たから。僕の研究は、街がどういう風にできているのか、

住宅がどういう風にできているのか、という 2つの視点

を設定して、分析をしました。チベットには、建築や都
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市に付随して巡礼路っていうのがあるんですよ。日本に

はお遍路さんってあるじゃないですか。ああいった形式

の巡礼行為の起源はもともとインドにあるんですけど、

それが伝わってくる途中でチベットでも都市や建築のか

たちの原理になってるんです。ラサでは街の中や周囲を

まわる三重の同心円状の巡礼路っていうのがあって、内

側に行けば臼くほど聖なる場所で、一番外側の巡礼路の

外は汚れた土地とされていてチベット人は住んでなく

て、その外側には屠殺業を営むイスラム教徒が住んでる

とか、ヒエラルキーがあるんですよね。そういう街のつ

くられ方っていうのは、当時布野先生が取リ組んでいた

地域にはなかったモデルだったので、これはおもしろい

と思って取リ組んでいました。

中井：設計も同時になさっていたのですか？

森田：大学院の時は、ほとんど設計はしてないです。木匠塾っ

ていうワークショップで小さなバンガローを設計する機

会があったくらいで。

左官の世界

中井：研究を続けて、大学院2年間を修了されて、その後は左

官の仕事をされるわけですよね？

森田：左官の世界に足を踏み入れたのもまた、唐突な話なんで

すよね。唐突と言うか行き当たリばったリと言うか。

学にいる間に僕が見ていたものは、旅行にしろ研究にし

ろ、出来上がったものを外から見ていただけなんです。

それで、卒業する頃になって、京都を全然見ていないっ

ていうことにまず1つ気がついて。それに、建築のつく

られ方を伺も知らない、それを知リたいということが

あって、京都の現場、しかも大学でほとんど学ぶことの

なかった古建築の技術を見られる現場で働きたいと思っ

たんです。卒業する直前の 3月くらいだったと思うんで

すけど、どっか現場で働けるとこ知らない？ って聞い

てまわって、瓦屋でも大工でも伺でもいいって言ってい

たら、最初に後輩が教えてくれたのが左官屋さんで。こ

こは文化財の仕事をしていて、ア）レバイトを受け入れて

いますよって。

中井：じやあ、その時は左官がどういうものか全く分かってい

なかったということですか？

森田．’分かっていなかったです。

中井：建築がつくられる技術のひとつとして見ていたと？

森田：そうですね。親方に電話したら 4月から来ていいよって

言われたので行きはじめたんですね。それで行ったらお

もしろくてこれが 1 こんなおもしろい世界はほかにな

いってことでアルバイトでなく丁稚として働きはじめて

5年間もいちゃったんですけど（笑）。

黒田：左官の技術を習噂するのには結構時問が必要ですか？

森田：見てるだけで知識として覚えるにはそんなに時間は必要

ないと思うんですけど、僕は自分も技術を身につけて肉

体の感覚も含めて理解しだいと思ったんですね。見てる

と壁を塗っている誠人さんが楽しそうで楽しそうで。 1 

枚の壁をバァーと塗って 1峙間も経つと全く違う表情に

なってる。塗る以外の作業でも、山から採ってきたよう

な土とか藁とかを涅ぜて、その日の天気や現場の状況に

合わせて色々配合を変えて、材料をどんどん変化させて

いくんですよね。一般の建築現場みたいに、どっかから

既製品の材料を買ってきて、それを組み立てて建築をつ

くるんじゃなくて、自然の中から採ってきたようなもの

を、人間の知恵で加工して組み合わせることで建築がで

きていくっていう過程を直に体験できる、建築の粗本に

触れているような体験の毎日だったんで、それが一番お

もしろかったところですね。

角谷：自分で採リにいかれるんですか？

森田：山に自分で土掘リに巧くんですよ（笑）。

角谷：売ってるんじゃないんですね、土とか材料が。

森田：売ってるものもあるんですけど、それはすごく種類が少

ないんですよ。こういう色の土が欲しいとか、こういう

ものが欲しいと思ったら、自分でそういうものを探しに

臼かないと手に入らないんですね。あとは、京都のお寺

で仕事してたので、普通の観光客が臼けないところに臼

けるんですよね。 VIPしか入れないような書院だとか、

金閣等の金閣の中だとか。金閤の中ですよ（笑）。毎

そういうところに行ってそれらに実際に触れて仕事をさ

せてもらって、貴重な体験をできたと思っています。そ

うは言っても、入門したての人閤がいきなリ壁を塗リた

いと思っても、まず塗らせてくれないんですよ。最初の

2年閤ぐらいは朝から晩まで材撃を鯉って、運んで、躙

人さんの道具の洗い物して、現場の掃除をして、という

下働き。それが終わってから倉庫に帰って翌日の仕事の

準備が完了してから、倉庫の片隅につくった壁塗リの練

習台に向かって、ひたすら壁を塗る練習をする。その練

習した壁を見て、親方は弟子の壁塗リの技術がどれくら

い上達したか、分かるわけです。 3年目ぐらいになると、

人目につかない場所、押入れぐらいから塗ってみろとい
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う感じでチャンスをもらえるようになって、だんだん）＼

目につく責任のある仕事もさせてもらえるようになリま

した。それで、ー通リの基本的な仕事を怪験できるまで、

5年かかっちゃったんですよね。だから、あっという

に5年間縫っていだという惑じですね。

その閤建築はどういった尼で？

査田：渡辺豊和さんが若い建築家を集めて開いていだ

箋塾」という勉強会が大販万月 1回くらいのペースで

あって、そ旦に峙々顔を出してだぐらいで、基本的には

その5年間建築界で起こっていだことは伺も知らな

かったですね。羞誌もほとんど見なかったし。噌ーその

連築塾に行って、即口で言曼言＋したスケッチとかド

ングを見せて、みんなで批評するようなことには参加し

て、紐々と刺激はもらっていましだ。

大学の同期の人とは連絶を取ったリしていだんですか？

ロ□代の人がどんな違築の現場で働いているとか。
あんまリ連絡も取らなかっだですね。還休 1口万、休み

CT)口も兄弟弟子と集まって晋殴やっだ

召みんなで試してみたリとか、そん磨Lこ巧やって冗八

。とにかく職人の世界にどっぷり漬かってい左って

＼ノ＼う惑じですね。学三の頃から｛言リ

し］口）とか。みん厄

ャンスに飢えてるので、喜んて来てく礼まし

そして、その5年胃で薗人の友達がだくさんできま

いた。瓦屋さん、板金屋さん、左言屋はもちろん大二も。

亨都は建築家は少ないですけど、特殊な仕事をしている

職人さんっていうのはすこ、〈たくさんいるんです。そう

した京都の運綿と続く建築の歴史を受け纏いでる人だち

しこ混じって、建築にまつわる記を左官だけじゃなくて

色んな職種について闇けだのがおもしろかっだですね。

ー服で1木憩する峙って大1本菟）＼さんが集まってね、瓦屋

さんも大工さんもいて、みんなでそこで話をするわけで

すよ。あそこは問題だからどうしたらいいだろうかとか

いう今の蜆場の話、昔の職人の試勇伝や大変だった号場

の話、ばか話も含めて色んなことを。

中井：現場じゃないとなかなかできないですよね、そういうこ

と。

翠田：できないですね。殴計の立場の人閏が来ると、どうして

もお客さん扱いになっちゃうので。あとは、その蜆場の

雰囲気っていうのかな？ 設計者の振る舞いと

さんの振る舞いでどういう風に現場の王チベーションが

上がっだリ下がったリするのかってよく分かるじゃない

万すか。ああい

なるほど（笑）。

ういうのは因るよなとか、僕は丁稚として現場の戸辺

にいだ人間なので職人の痛みが葬常によく分かる（笑）。

しちゃダメなんだなとか（笑）。

現場の変更でも勾、巧げる変更とか、納噂できる変更と

か、色々 あし）ますし。

なよみだいな。

そうそう。そういう現湯の胴みつていうのかな。

角谷：主に、その峙やら仇てい応のは竺宅ですか？

いや、お寺ですね。ほとんどがお吉とか字甲石、茶室、あ

と数奇屋の建物。峙々唄仕建築の現場とかもあって、

そんな有名芦言反計者の違物はなかっだけど、醗代建築の

中で戸言を使いだいっていうことで、色々とおもしろし＼

仕上げを工天したこともあリましだね。

左官の技術で空間をつくる

？
 

そ旦から建築に生か

こからはじめていっだん

〈機会が伺

と信がかかわっていた

そういうと

自分が知ってる知識の

Ratna cafe, 2002 
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Concrete-pod , 2005 

中でやれる仕事だったので、普段から知ってる職）＼さん

だちを集めてね。文化財の現場って建具でも土でも伺で

も使いまわすんですよね。だから

も、なるべ〈新しいものを使わずに、建具もよそからも

らってきてそこにはめて、二もどっかでもらってきた土

を鰊リ逗して定って、でも最低唄足f)ないところだけは

現代の累材を使う、というやリ方にこだわっていまし

だ。文化財はとにかく ってことだったの

で、僕が初期に手がけてだ修復の頁場は、直せるところ

はとにかく言ながらのつくリ万で直して、新しい要麦だ

とか、どうしても納まらないところだけ、思い切ってス

チールとか現代の素汀を使うわげです。

しては、伝統的な圧官披術の雪界ではタブーと

さ旦ているようなことをやってみようと思っていまし

だ。例えば土璧っていうのは、日本の建築だと大工さん

が主役で、土壁が背景なんですよ。木主とかに口派なもの

が使ってあって、そ訂を邪魔しないように芝えめに塗

るっていうのが一般的な日零建築における左官の立場

なんだけど、言は逆に左官の壁を空門の主役として扱い

だかっだので、その逆をいくわげです。

壁の方が大きいですからね。

そう、面積としては大きいんです（笑）。だから給国の

平百構成みたいに璧によって色を塗リ分けだリ、ス三ン

ジとか伝続的ニエ氾では使りないものを道具に使っだリ

して、戻位の木造の中でどういうことができるのかって

いうことに批戟していましだ。でもそうしたことをやっ

ているうちに、結局日本の左官技術っていうのは木造の

構造体に依存していて柱と梁の間を埋めてるだけじゃな

いかって思うようになってきましだ。どんなかたちにで

も造形できるのが太来の左官材料の特性なのに、構追や

下地を太造に依存している限リ、太造の造形肯ビカの限界

に左官が閉じ込められてしまう。するともう色完やテク

ャーの違いでしか左官の魃力は表現できないわけで

すよ。そこで、左官技術だけで建羹空間をつくれないか

なと思うようになってつくったのが、

という、白セメントだけでつくった厚さ 15ミリの極/J ¥ 

のコンクリートドー△です。これは日本の土壁と同じ原

白セメントに軽量骨材と万ラス繊椎を入れて、鉄

筋なしでもある糎度の強度があるようにエ天していま

す。完成してから取リ外せるように、分割できる盟枠を

スタイロフォー△でつくっておいて、それにコテで材髯

リつけ、国まったあと中から翌枠を取リ外して出来

二がリっていうものなんですよ。

そういうのは感寛なんですか？ 強度とか。

ちゃんと角召析してやるほどの大きさでもないし、

のためのものだっだので、自分の感寛でどこまでできる

か、っていうつもリで取リ岨んでいたんですよ。これは

これですこ、、〈おもしろかったんですけど、一方でこのス

タイロフォーニの呈枠をつくるのにものすごく手閤がか

かるんですよ。もっと商単に翌辛をつくれる方法がな

いかと考えていて思いついたのが、 し

だ、仮言曼住宅モデル《SAKANShell Structure Pro」ect》で

す。もともとは、坂茂さんが審査員をやっていた「仮の

恒久位宅」というアイデアニンペがあって、恒久的に使

える仮設往宅をつくるっていうコンペなんですが、その

時伺とか左官でやリたいなと思っていたんです。仮言曼住

SAKAN Shell Structure Project, 仮設住宅モデル
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宅だったら、すぐに建てられて、しかも量産できなきゃ

いけないってことで、簡単に設置できて繰リ返し使える

空気膜を翌枠にしようと考えたんですね。それが何年か

経って色々捕助金をもらえることになって、万ラス繊維

で補強したモルタルの強度を試験したリ、 3分の 1のモ

デルをつくって破壊実験をやったり、実物大のドームを

したリと実際の建設のための／ウハウを色々と得る

ことができたプロジェクトです。バルーンを膨らますの

は簡単な送風機を使って 1時間くらいでできるし、モル

タル塗るのは半日から 1日くらいでできて、次の日には

固まって空気を抜くことができる。どんどん増殖でき

るんですよ。

中井：そのスピードっていうのは、従来の仮設住宅よリ断然早

いんですか？

森田：建設スピードが断然早いということではないと思うんで

すが、コンペの要項でもあった通リ、仮設住宅というの

は「どうぞ」と与えるものじゃなくて、住民が自分も一

緒に建設できて、その後も愛着を持って住み続けられる

ょうなものがいいなと。

中井：せっかく住むのなら、自分たちの手で。

SAKAN Shell Structure Project実大実験棟，2006-2007

森田：そうです。「はいどうぞ」だと、結局仮設住宅は使い捨

てられてしまう。自分たちで手を加えて、さらに土を

塗ったリして、自分の思う通リにカスタマイズできる、

そういう参加型の建設技術として左官はすごくいいん

じゃないかな、という考えがあったんです。

スペインの左官

森田：それで、左官の仮設住宅のモデ）レ棟を建設した後に、奨

学金をもらって 1年間スペインに行くことになリまし

た。スペインに行った理田っていうのが、スペインのバ

ルセロナにカタラン・ヴォールトエ法というレンガ積み

の技術、つまリ左官技術があって、ガウディの建築をは

じめ現地の建築のほとんどは左官技術でできているんで

すよね。レンガでできている。僕が空気膜を型枠に使っ

て惑じた閤題点は、空気膜はドームの量産ができるけ

ど、 ドームの組み合わせでしか空間に変化が与えられな

くて、現場に合わせて自在にかたちを変えることができ

ないんですね。もう少し現地に合わせて、かたちとか空

間をカスタマイズできるシステムがないかなって思った
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時に、カタラン・ヴォールトエ法っていうのは、すごく

柔軟に空間をつくれるんですよね。ガウディが設計をし

ていた頃は、複雑な形態を構造解析する技術がなかった

ので、ほとんどの建築家は単純な懸垂曲線の組み合わせ

で空間を構成していたんです。唯ーガウディは逆さ吊リ

模型っていうのをつくって、何年とかけて複雑だけど合

理的なかだちを生み出すことができたんだけど、今は

ラップトップが 1つあればモデルを組んで構造解析がで

きるし、カワディがやってた頃とは違う可能性があるん

じゃないかなと思って、スペインに臼ったんですよ。カ

タラン・ヴォー）レトエ法でできた建物を色々見てまわっ

たリ、聰人さんにヒアリングしに行ったリ。今もこれを

継続して研究しているところなんですけどね。

中井：スペインは左官が屈んなところなんですか？

森田：ヨーロッパだとやっぱリイタリアが有名なんですよ。カ

ルロ・スカルパが使ってるヴェネチアンスタッコが有名

ですね。でも僕は構造としての左官に興味があっだの

で、絶対スペインの万がおもしろいと思ってスペインを

選んだんですよね。よくよく闘べると、スペインのレン

ガの技術っていうのはバルセロナだけじゃなくて世界中

に散らばってて、決して特殊なものじゃないんですよ。

日本の職人さんの土壁はすごく特殊な技術に思うけど、

実は世界中に似たような技術がある。レンガ積みの技術

もすごく身近で、頑張ればすぐに習得できる。そういう

意味で、普遍的な技術だと思うんですよね。

地形としてとらえる

スペインには、カタラン・ヴォールトの研究を目的に

行ってたんですけど、倶然向こうの事務所の人と知リ合

うことがあって。ちょうど上海万博のスペイン飼を言曼言十

しはじめたところで、そのチームに入れてもらうことが

できだんです。

何ていう事務所ですか？

EMB丁と書くんですけど、 EnricMiralles and Benedetta 

丁agliabueっていう名前です。事務所をつくったエン

リック・ミラージェスはかだちを生み出す能力にかけて

はまさに天才だった人で、 2000年頃に若くして亡くなっ

てしまったんですけど。

そうですよね、確か若かったですよね。

森田：今では奥さんのベネデッタが事務所を引き継いで、当時

のプロジェクトとか新しいプロジェクトをやっていま

す。以前から現代のスペインの建築家がかだちをどう

やって生み出してるのかというのはすごく興味があっ

たんですよね。ガウディにはじめから輿味があったわけ

ではないんだけど、左官職人の目でよく見てみだら、実

はモ／の性質にものすごく忠実につくってるという発見

があって、それが現代の事務所はどうなのかなと思って

臼ってみたんですよね。行ってみた結論としては、全然

モ／の性質には即していないんですね、彼ら。

ー同：笑

森田：もうスチールで無理やリつくっちゃう感じで。

グニャグニャしたの多いですよね。

森田：僕は万ウディがやっていたようにもう少し、モ／の性質

をかたちにフィードバックさせたいなと思うんですけ

ど、これはこれで建築を創造するプロセスの 1つではあ

るなと。彼らにとって空間の善し悪しと力学的な合理亡

はまった〈別のことなんですね。かだちの出し方も、僕

らが思いもしないところから出してくるんですよね。こ

この事務所ですごく印象的だったのは、ランドスケープ

のニンペをやっている時に、敷地が韓国だったんですけ

ど、いきなリ韓国の水墨画をバンと持ってきて、その水

墨画をはさみでバァーと切って、そのかたちを地面に散

リばめて、よしこ礼で行こうみたいな（笑）。

角谷：一発で決めてしまうんですか？

Spanish Pavilion study models (EMBT) 
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森田：一発で決めるというよリ、その最初のかたちを育ててい

くんです。

黒田：そこからどう空間が立ち上がっていくんですか？

森田：地形としてとらえるという感覚だと思うんですよね。地

形って与えられたら根本的には変えようがないじゃない

ですか。その地形のいいところを生かすように建築をつ

くっていくわけですよね。彼らは、自分だちのフ

トスケッチも敷地図にばらまいだ水墨画も地形のように

考えることからはじめるんですね。それもある種の必然

性があって生まれだもので、そこから出発しよう、み

だいなところがあるんですよ。ここのカーブすごくい

いね、ここはカフェにしようとか。ここんところもう

ちょっと育てていっだら、もっといいスペースになると

か。そういう感じで、かだちと付き合っているというの

が、僕にとってはすこべ衝撃的だったんですよ。グニャ

ャしだかたちができて、最終的にストラクチャーが

てきてきだらどうなるんだと思っだら、韮理やリつくつ

てましたね。もう力技としか言いようがない（笑）。

かたちに重きを置いているんですね。

れはもうエンリック・ミラージェスがい左頃か

やっているプロセスなんでしょう。人閻の］んだ力‘、左ぢ

というものを心底信用しているというか。

坦論はどう加えていくんですか？ 詞得力を持たせると

いうか。

かたちの魅力を伝えるのにかたち以上のメディアはない

わけで、それを補完するだめに言語による説得を京めて

いないような気がしますね。地形としてのスケッチを見

て、ある場所におもしろい空間ができそうだったらその

いいところを見て育てていく、その空間が良ければ説信

する必要がない、という開き直リがあリますね。社会に

対しても。

中井：プレゼンにおいても？

森王：はい。プレゼンテーションでは最初のスケッチがいかに

育っていったか、という過程を見せだリはします。ただ、

理綸とか説得力とかいうものではないです。

中井：それは社会に対する信頼も高いですよね。

森田：そう思います。できだもので評価しよう、ということだ

と思うんですよね。そして、我々日本人がよくやるよう

にほかにも選択肢はあるだろうと思っても、そこにはい

かないんですよね。誰かが最初につくったものを、疑わ

ずに盲てていくんですよ。ヨーロッパの建築って日本と

違って簡単に壊せないし、例えばストラクチャーが残っ

ちゃってそ礼をリ／ベーションしなけ机ばならないとい

うプロジェクトが社会的に大きな割合を占めている中

で、地形だけじゃなくて、すでにできているもの、すで

に描か礼ているスケッチでさえも前］是として受け入れ

る。そういう考え方があるのかなという気がしましだ

ね。特にこの事務所はエンリック・ミラージェスという

造形の天才がいて、彼がスケッチをバッと描いていたわ

けですよ。彼のプロジェクトを見ていると、最初の簡単

なスケッチがどんどん複難になっていくんですよね。

かなリ作家的なアプローチですよね？

森田：そうですね、また社会も作家的であることを否定的には

とらえていないのだと思います。そして彼らの場合、作

品はシンプ）レにはならない。全音叩プラスになっていく

（笑）。聰人という立場からかたちは合理的じゃなきゃい

けないと思っていだところから、もう一度別のとらえ方

を勉強させてもらっだという惑じはあリますね。

本棚が構造体

この
I

つ
＼
 
，し スペインに臼〈直罰

してははじめての？

はじめての新築の仕事なんです。最終的には 10トン〈

らいの立を保管できる家が欲しいっていうお施主さんか

らの依頼だったので、本棚と構造を別につくる必要はな

いんじゃないかと思って、本棚をそのまま構造にできる

ょうに考えだ住宅です。本棚ってモ／として十分］釦いか

ら、それで建築をつくリたいなって思ったのがきっかけ

です。本棚は、普適の木造の住宅のような柱と梁とか、

そういうヒエラルキーがすごく曖昧ですよね。棚が伺セ

ンチおきかに連なっていて、縦の柱も何センチおきかに

連なっているので、闇仕切リも自田にできるし、階高も

自由にできる。ここは基本的にワンルームなんですけ

ど、少しずつフロアのレベルが上がっていって、微妙に

空闇のスケー）レ感が変化していくという構成になってい

ますね。

中井：実際に全邸組んだ状態で立てだんですか？

森田：そうです。地面に寝かせて、互い違いに組子状に組んで、

持ち上げる。本当工作みたいなつくリ方です。だから大

工さんもこ旦やってる峙、「こんなのできるんかなぁ」

とかって言っちゃってるんですよ（笑）。そ机閏いてお

施主さんも心配しちゃって。「大工さんがこれできるん
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かなって言ってましたよ」って。「いや、できますから」

とか言って。本当に苦労したんですけど。

モロッコの漆喰

角谷：壁の白くなっているところは？

森田：白くなっているところは、本棚の裏側の土壁に塗った漆

喰です。茶色い部分が構造用の合板で、これをランダム

に張ることで構造壁になっているんです。漆喰と土壁

は、空気中の水分を吸うんですよ。書籍を保管するため

には湿度の変化が良くないので、漆喰が水分を吸つて吐

くことで、年闇を通じてほとんど湿度が変わらない状態

になってるんです。だから構造としてはすこぺ特妹なん

だけれど、外壁のレイヤーのつくリ方としては、日本の

土蔵のつくリ方と一緒なんです。あとはお風呂の床の仕

上げにモロッコの漆喰を使ったリとか、海外の左官材料

も取リ入れています。このピカピカに仕上げる漆喰って

詔難しいんですよ！ 職人の最高峰の技みたいな感じ

で。

笑

僕は5年間の左官修行の後半のほとんどを、その最高峰

の技術の習得に費やしたんですけど。そ礼をモロッコの

マラケシュの道端でおっさんがやっているのを通リがか

リに気がついて、ピカピカに光っているのに驚いて。こ

れはすこ‘し¥I と思って、現地の職人さんのところに

通って色々調べていったら、モロッコの漆喰は、現地で

取れる石灰の組成のおかげですごく水に強くて、お風呂

の浴槽とかに使っているんだって言うんですよね。ぜひ

これ日本でも使いたいなと思って。さすがに浴槽では使

わなかったんだけど、お風呂の床とかに使ってみたんで

すよ。

それは材料の違いということですか？

森田：材料の違いですね。エ法というよリは、漆喰の原料であ

る消石灰の性質の違い。日本の漆喰はすごく純粋なんで

すよ。石灰の性質が純粋すぎて、不純物がない。不純物

がない石灰というのは、二酸化炭素と結合して石灰石に

なるんですよね。イタリアとかスペインは石灰に不純物

が多くて、その不純物と結合してセメントみたいにな

るんですよ。ポンペイとかっていうのは、不純物として

人為的に火山灰を入れて、彼らはつくっているんだけ

ど。そういうもともと取れる素材の違いがあって、モ

ロッコの漆喰というのはものすごく強い。おかげですこ‘

＜ツヤも出て。これは日本にはないけど、日本で十分に

使えるなと思って、色々研究しているんですよ。

角谷：素材を持ってきて、こっちの睛人さんたちに渡して、や

るってことですか？

森田：そうです。職人って多かれ少なかれ、土地が変わったリ

持ってくる素材が変わると、それに合わせて配合を変え

ないといけないので、違うものに対する適応能力が優れ

ているんですよね。だからモロッコの漆喰もちょっと渡

したら、「ああだいぶ分かった」って言って。それなリ

に苦労はしていましたけど、バッチリ仕上げてくれまし

たね。

しなくても、感覚でできてしまうんですか？

森田：もちろん 1回か2回、どれくらいのスピードで固まるの

かとか、粘リ気がどうなのかという試験はするんですけ
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ど、基本的には感覚ですね。最終的にはモロッコ人よリ

もうまく仕上がってますね。

ー同：笑

かたちも技術のひとつ

森田：これは《Y-house》という、東京でやった 3階建ての住

宅です。中にカヌーが置けるように、奥の庭に出入リが

しやすいように、 1階には土間を設けて2階音防分は主な

生活スペースとしています。 3階には個室があって、 2

階と 3階がつながるように吹き抜けでつなげたというプ

ランなんですよ。この建物はすごくやってることが地味

で、空間的に目新しいわけでもないんですけど。京都に

おける土間だとか、通リ庭の部分の吹き抜けだとか、一

方でちょっと低い天井高のスペースがあるコントラスト

だとか、ここで用いている空間のボキャブラリーは、京

都の町家にあるものなんです。京都によく似た間口が狭

く奥に紐長い敷地で、周リが建て込んでいるという状況

で、町家の空間のボキャブラリーを使うとすごくうまく

要求を解くことができだ。でも別にお施主さんは京都風

を望んでいるわけでもなくて、それってどういうことな

のかな、って僕は思ってたんですよね。周リの敷地を見

ると、建売の住宅が多くて、みんな切妻の屋根をしてい

る。僕は日本の現代建築に時々あるような、周リの建物

をレスペクトしない建築が媚いで、ここに建つ建築は切

妻にしたいなと思ったんです。

京都に限らず、どこかの街に固有の建築形式っていうの

は、街のつくリ方だとか住居の形式でもいいんですけ

ど、伝統とか意味としてとらえてしまうとそこだけのも

のとして閉じてしまうんだけど、それを技術としてとら

えると色々な場所に適応可能な普遍的な存在になるん

Y-house 内観

Y-house, 2008-2009 

じゃないかと思うんですよね。それは例えば京都の町家

の形式が、地球の全然違う場所で、気候が似ていて、奥

臼きが長い敷地で、あるプログラムに対してピッタリ合

うことってあると思うんですよね。僕はそういったこと

を、最初に左官技術で感じていて。左官技術も京都のす

ごくディープなところに臼くと、本当にローカルなとこ

ろでしか通用しないような秘伝の技ってものがあるわけ

ですよ。だけど広い目で見ると、同じ土という素材、同

じ漆喰という素材を使っていて、基本の部分では一緒だ

と。職人というのは色々な場所で色々な状況に支寸応しな

いといけないので、例えばいきなリモロッコの汀翠斗渡さ

れても対応できちゃうわけですよね。そういったこと

が、建築の素材とか工法だけじゃなくて、かたちだとか

間取リについても言えるんじゃないかなって思っていま

す。だから最近は、「かだちも技術のひとつだ」と左官

技術と同じ見方でとらえるようになってきていて、そん

なことを考えるきっかけになったプロジェクトです。

中井：それまで京都以外ではあまリ仕事をやられていなかった

のが 1つの転機になったっていうのはあるんですか？

森田：いや京都でもあまリ仕事したことなかったんですけど
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（笑）。東京という状況だけどすご〈京都に似ていて、実

際周リの家を見ても、みんな切リ妻屋桐だった。

周リのコンテクストが重要だと、まずはとらえていると

いうことですか？

森田：そうですね。そ礼は先ほどの《Shelf-pod》の場合もそ

うで、周リは古い民家と新しい住宅が混ざっているんで

すよ。それで、どちらも否定しないようにということで、

板金葺きの寄棟屋桓を採用して、外壁には古い民家にあ

るような杉板張リという外観を採用しているんですね。

そ旦はやっぱリ、周リの環境を否定しだくない、喧嘩売

リたくないなっていうのがあるんですよ（笑）。

ぞももし周リがどうしようもない風景だったら？

どうしようもない風景ってあるのかなって気がするんで

すよ。

その場所場所の良さを見て、自分の設計に生かしていく

いう感じですか？

喜口：ええ。僕にとって印象的だったのが、スペインにfi<

は、世閤で言われているように京者〖の□い町家と新しく

連っている住宅って全く違うじゃないかって思ってだん

ですよ。だけど 1年海外で暮らして冒ってきだら同じ

じゃないかと思えだ（笑）。町家も建て売リも、

造の勾配屋根で、部屋のプロポーシロンもそんなに変わ

らないし、一緒じゃないかと思っだんですよね。現位の

1主宅は本来あるべき良さを失っているところがあるかも

しれないんだけど、少し引いた目で見ると、町家とずっ

同じ流れで来ていると。だからそれを否定してしまう

のはおかしいなって思うんですよね。そういう風に考え

るようになったら、どんな風景を見ても、それを罰向き

にとらえて設計しようと思うようになリましたね。

五角形の住宅

れは愛知県津島市に建てだ住宅《丁—house》です。僕

は愛知県の出身なんですけど、その出身地の近くで建て

だ住宅で、特に観光地になるような狡特の景観があるわ

けではないんですけど、周リに切リ妻とか入母屋とか寄

棟の古い民家が建っていて、同じ敷地に両親の住む母屋

があって、その隣に若い天婦のための住宅をつくるとい

う計画だったんです。ここでも古い民家と新しい住宅両

方リスペクトできるようなかたちをまず考えたいなと

思って。あと、建物の建つ敷地が結構変形の敷地で、最

大限に建築のボリュー△の周囲にバランスよく空地を確

T-house, 2008-2009 

保しようとすると、五角形になっちゃうんですよね。な

ので、五角形で寄棟という形式をまず決めたんですよ。

その内部をどう使うか考えだ時に、中央から放射状にの

びる壁をつくって、窓と正面から同き合える部屋を5つ

つくって、中央にそれぞれをつなぐスペースをつくリま

しだ。壁が五角形の内部をバチッと区切ってしまうこと

にならないように、構造壁の周囲の角をまる＜して、む

しろ壁に包麦れ店がら緩やかに仕切られているようにし

リまわしたやわらかい表情の壁

にし言し「こ。周囲の家の佐まいをリスペクトして、また

ごく一舷的な圧来木造工法と伝統的な漆喰を使っていな

がら、この敷地だから実現できる固性的な空間になった

と思います。

累材はどのようなものを使っているんですか？

森田：素材は、壁は全部漆喰塗リで、天井には葦を張ってあ

るんですよ。

黒王：よし？

森田：葦。薩摩葦（さつまよし）っていう累材があるんですけ

ど、その植物の茎を簾みだいに並べてつくった天井豆が

あるんです。

中井：できだかたちに交寸して、施主さんが京める空間や機鮨を

設計していくという感じですか？

森田：その辺リは学生の頃よリ進歩しているので、プランも同

峙に考えてはいます。隈られだ予算をうまく使うために

も、左官屋さんが全部塗っていくっていうような壁の仕

上げにしてしまえば、こういう変形なかだちでも工事が

楽ですよね。最初に思いついたかたちについて、その中

にいかに快適に住まうか、そしていかに職人さんの仕事

をやリやすくするか、ということを同時に考えていきま

した。

58 森田一弥 インタビュー I ローカルな場所から建築を考える



丁—house 内観

下house 外観
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京都の住宅の縮図

森田：こちらの住宅《W-house》は、京都の出町柳商店街の近

くに計画中の住宅です。このお施主さんとの出会いがお

もしろくてね。このお施主さん、子どもの頃この界隈で

育って、その頃の生家も古い町家で、今でも町家大好き

なんですよ。僕がやった町家の修復の仕事を見て、「こん

な町家、新築で建てたいなぁ」って言っておられたらし

いんですよ。それが 10年ぐらい前の話（笑）。一方でそ

のお施主さんは海外旅行が大好きで、マラケシュに行っ

てモロッコ漆喰がすごく気に入って、 2、3年前にイン

ターネットで「モロッコ漆喰」「タデラクト」を検索し

たら、グーグルの一番上に僕の名前があったらしいんで

すよ。

ロッコで見てきた時の体験記とか住宅で使ってみ

だ時の話とかいっぱい書いてるから。それで、僕の名前

事務所の住所見て京都の人だってなって。

もともと知リ合いではなかったんですか？

うではないんです。僕の手がけた町家を見た時もいい

なぁっていう話をしたっていうだけで、設計者が誰かは

W-house, 2008-

気にしていなかったそうで。それで「モロッコ漆喰」の

検索で見つけた僕のWebサイトを見てみたら、京都で

いいなって思ってた町家を全部僕がやっている。

ー同：笑

森田：この人しかいない！ っていう話になって、連絡をくれ

た方なんですね。だから要求もすごく矛盾しているとい

うか、入リロは純粋な町家にして欲しいけど、一部では

ロッコの漆喰が使われていたリ、奥の方ではすごくモ

ダンなリビングにして欲しいと。普通建築家はそういう

のって困るじゃないですか（笑）。

中井：ごった煮みたいになっちゃいますよね。

森田：それをどうやってつなげたらいいんだろうって考えてい

る時に、切妻屋根という普遍的な屋根の形式は町家の意

匠を受け入れることができると同時に、異なる土地の意

匠も受け入れてもいいじゃないかって思ったんですよ

ね。そうであったとしても切妻屋根があって天窓があっ

て高い吹き抜けがあってという、この空間往特の袖象的

な同質性は保だれるはずだと。建売であろうと古い町家

であろうと屋根の形式に大差はない現代の京都の住宅

は、その中では住人の個性によって色んな意匠で彩られ

ていますよね。だからこの住宅は、今の京都の住宅の縮

図みたいなものですね。お施主さんひとリの中でもそう

いった異なる好みが同居することがあリ得るんだから、

変に袖象的に解釈してみることなく、言葉通リに受け入

れてもいいんじゃないかなっていうように思っているん

ですよ。

中井：庭とか外はどう意識されていますか？ かたちは周リを

尊敬して出てくるかたちっていうのがあって、中の空間

は素材に大きな特徴があると思うんですけれども、中か

ら見る外であったリとかは。

森田：大まかなかたちは周辺の環境からこんなシルエットで、

という感じで決めてしまうのですが、具体的なかたちは

周囲にある建物や景色によって設計しながら調整してい

くので、室内と開口部と外部との関係は、実際の敷地に

何度も通って詳細に検討します。ですから開口部の位

置や種類はかなリ気を使います。さっきの《Shelf-pod》

では、光を取リ入れる開口部と、何かを見る開口部とい

う位置づけをはっきリと分けるようにしているので、外

部への視線が必要ないと思うところは曇リガラスにして

います。
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と、近代建築が見捨ててきたようなかたちだとか素材だ
マイノリティ・インターナショナル

とか工法だとかを、随分今でも有用なものとして使える

と思うんですよね。僕は最初はそれが土壁とか左官だっ

中井 今結構、切リ妻というか家型が学生の間でも流行ってい たんだけど、今はレンガであリ家型であると。そういう

るんですけれども、そういうのはどう思いますか？ 風に考えていますね。

森田 あれは何でなのかなって僕も思うんですよね。決して否

定的な意味でなくて。 伝統と普遍性

中井僕も家翌つくっていたんで、よく。

森田 僕にとっては、家翌はローカルであることと普遍的であ 中井 形式としての家型だけでなく、家翌のかだちでどういう

ることを同時に表現できる形式なのかなって気がしてい 空間ができるかとか、それが技術によって裏づけされて

るんですよね。例えば、近代建築、モダンなデザインっ いるっていうのは、すごく可能性があるなと感じます。

ていうのは、歴史との関係を断って成立してるじゃない 森田 は珍しく、かたち、かたちって言葉を連発してるん

ですか。コンテクストと関係がないから、どこにでも成 ですけど、僕は正直なところかたちを技術のひとつの現

立できる。だけど、今はコンテクストを無視して建築を れとしてとらえてるんですね。そして技術ってやっぱリ

設計する人なんて誰もいない。ローカリティをうまく吸 今までの歴史の中での蓄積があるわけですよ。近代建

い上げつつ、同時代性を象徴するような普遍的な建築を 築っていうのは、歴史を顧みずに、これから新しい建築

つくるための視点の 1つとして、家型というのにみんな をつくっていこうっていうものだと思うんだけど、例え

が何となく興味を持っている理由なんじゃないのかな ば家型について考えてみても世界中に色んな前例があ

あ。僕は京都で建築を学んで、特に京都の伝統技術を る。それが普遍的なものだとすれば、僕らはそれをその

学んでいる。でも現代という時代は、そういう人間でも 場所その場所の状況に応じて参照することができるわけ

東京で仕事しなければいけなかったリ、海外で仕事をし ですね。そうとらえると、京都の町家の間取リっていう

なければいけない。でもモダニズムの継承が僕のやリ のも、別に伝統とか意味とか関係なしに奥深い敷地に住

たいことでもないし、じやあ伺なんだって考えた時に、 むための技術ととらえ机ば、どこでも使っていいと思

ローカ）レは同時に普還的なものなんだと言えれば、僕は う。逆に僕らが海外で見てきたものを日本で使うのも、

京都に根ざしていながら違う場所で仕事をするというこ ただの憧れとかじゃなくて、役に立ちそうであれば積極

とがうまく説明できると思うんですよね。ローカルなも 的に参暇して使っていいと思うんですよね。この話はい

のと普遍的なものが対立するものだったら、僕みたいな つもうまく説明できなくて困ってるんですけど、もとは

のは京都でしか仕事しちゃいけないと思うんですけど、 と言えば布野研究室にいた時の閉題意識が桓匡にあるん

もしくは京都風を欲している人にしか粗手をできないん です。というのも、布野研究室では世界各地の固性的な

だけれど、京都の伝統のある部分というのは同時に普遍 街や集落を調べて研究しているんだけど、その発表でい

的でもあるんじゃないかなと。だけど、それは近代建築 つもほかの教授に閉いつめられるんです。「日本人の君

の目指した普遍性とは明らかに異質な普遍性だと思うの たちが海外の事例を胴べてどう役に立つの？」って。そ

で、それを僕は「控えめな普遍性」もしくは「マイ／リ の時うまく説明できなくて悔しい思いをしたんだけれ

ティ・インターナショナル」って呼んでるんです。 ど、今思うとあれは、世界各地に残る「人間が暮らす場

それが、左官の技術であったリとか、こういう家型もそ 所をつくるための技術」の参照例を集めにいっていたん

の1つじゃないかっていう。 ですね。今は何となく な人が興味を持って取リ組ん

森田 そうですね。近代建築は「どこでもいけますよ、万能で でいる家翌ってものに対して、きちんとその技術として

すよ」ってことで世界中に広がっていったんだけど限界 の可能性について考えてみたいと思っていますね。

が明らかになったのが20世紀、 21世紀はもうちょっと 中井 現代建築で

引いて、「万鮨じゃないけど結構いけるよ」みたいな。 も。

一同笑 森田 日本だけのことではなくなっていますね。ただ、やはリ

普遍性という言葉をそれぐらい控えめにとらえてみる それには地域性があるような気もする。スイスやドイツ
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の人はやるけど、あまリスペインの人はやらないもの。

あれはやっぱり、ローカルなものをきちんとリスペクト

したいっていうのが、垣本しこあると思うんですけど図。

僕はどうしても京都にいて、京都の蓄積をどう受け止め

て受け纏いでいくかというところを堂に閤い礼ていると

思っているので、京都の伝統の国有性、ここしこし力亨い

ものだってとらえちゃうとどこにも持っていけないんだ

けど、そ礼を普遍的であると同峙に言えれば、そ礼はど

でも役に立つことができるわけですよ旱

伝統という言葉を披術に変えると、かなリ広がリが出る

気がします。

職人芸有の累勾とか工法における披術という視点からは

口まったんですが、最近は建箋のかだちもその中にいか

うかという平面や断国についても、技術としてと

えてみることで、隠分色んなことが同じ硯点の娼長網

二で扱えるんじゃないかという気はしてますね。

建築家としてのモデル

含後の活璽力についてはいかがですか？

三後はです勾、もち

か、戸峙にカタラン・ヴ

も進めて、その披術を月 1

[すね。
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House in Luanda, レンガ造難民用住宅モデル，2010
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思うんだけど、

21世紀のレンガ建築のためのスタ

中井：カタラン・ヴォールトはスペインの？

森田：スペインのレンガ積みの技法なんですけど、 20世紀に

スペイン移民が世界各地に持ち込んでいて、結構あるん

ですよそ礼以外の国にも。エラディオ・

知ってますか？

分からないです。

ワルグアイの建築家なんですけど、カタラン・ヴォー）レ

八rchitecturefor日umanity

って

トを使って、本三に美しい教会とか工場とかバスタ -

ナ）いとかつくってるんですよ。

してもらい崖しだよね。そ机も結構かか

わってくるんですか？

万すね。 □本の嬬望家が乞外に出て1予く場面って、
貢古のあるところに出稼ぎしこ臼くってのがほとんどだと

くて因っている

とごろに臼って、必要磨授術を堤供するっていう役言］も

あると思うんですよね。そ礼は閉取リをつくる技術、か

だちをつくる披術はもちろん、いかに建てるかっていう

夜術も含めて、建箕家にしかできないことだと思うの

で、そういうことをやリだいなと思っています。これか

ら□本でも色々レンカ‘を積んだリして圧究しようと思っ
ているんですよ。やるやると言ってまだなかなかできて

ないんですげど（笑）、胃争原は皓構土地があるんで、「近

所で建ててもいいよ」とか言ってく机ているところも

あって、 レンガ代と人閏さえ二面言―才しば、いつでも研究

はできる状況ではあるんですよ。零紐事務所なのでそ礼

がなかなかなんですが。

しンカ‘っていうのはレンガの方が素材的に詈遍性があ

るということですか？

う違いがあるんですか？

しンカ‘は戸官のご砕や下地になるんですよ。左官芍斜は

くってるのと、どうい

伺もないところには塗礼ませんから。伊東さんが岐阜

県の各務ヶ原でつくつだ自王由面屋桓の葬祭場、あ礼
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もRCだけど、盟枠にものすこいお金と手間がかかって

るんですよね。太で曲面の呈望をつくるのって大変で

しょう。 El平は幸い豊かな国だから言午されるけど、それ

をレンガを使ってもっと合理的にやっているのがガウ

デ／とか、ワルグアイのエラディオ・ディエステなんで

すよね。ンンガって大きな資本が必要なくて、そこにあ

る工を焼いてできるし、レンガを積むのは地元の人でで

きる作業だから、貧しくて建羹が切実に必要な国で木白

にローカルなそのエ地らしい建羹をつくるのに有効だと

思うんですよ。京都に桓ざして仕事をしながら、一方で

そういうことをやリだいなと思ってるんですね。

の周リの雰囲気もなかなか、いいでしょう？ （笑）。

な忙、青争原に事努所を構えようと思われたのですか？

歪田： 1与中にいてもあんまリいいことないから（笑）。

街中はまず家賃が高いし。ちょっとレンガのモソクアッ

プつくろうかと思っても場所がないし。そういうことや

リだいんですよ（笑）。

できそうですよね。

いくらでもや訂ます。あとは、京都のど真ん中三譴信を

取ることで見えてくるものってあると思うんですね。

が輿味あるのは、京都の建築のいわゆる伝統とされる数

寄屋とかお茶の口界じゃなくて、もっと即物的で詈遍的

なものなんですよね。そういう

し）ます。

くっていう

もう 1 三ーロッパの建築家の事務所には

て多いんですよね。スイスの小

さな詞にあるピーター・ズントーの事務所とか、スペイ

ンだと RCRarchitectsなんかはオロットという人口 3

人の田舎町にある。バルセロナから亘で5峙閉、ものす

ごい王舎ですよ、あそこは。そ訂でちゃんとインタ

ナショナ｝レに評面される仕事ができてるっていうのは、

見習わなげ旦ばいげないなと思うんですよ。 □平だと、
みんなビジネスチャンスがあるっていうので東京臼く

じゃないですか。だけどあれだけ優秀な建羹家がひしめ

いているバルセロナだって人口 150万人、京都と一緒

ですよ。 3万人のところでやってる事務所もあるのに、

東京に1予かないとビジ文スが成リ立だないっていうのは

建築家の怠慢だなと思うんですよね。本三にローカ）レな

場所の方が、建羹家がやらなげ旦ばいけない仕事つてた

くさんあるし、そういうところにもっとみんな戸くべき

なんじゃないかなとは思ってますね。皆さん田舎に1予つ

＝ -1口1
" 

てください（笑）。

そういう風に、日本のローカ）レな場所を褪点にクオリ

ィの高い仕事をする建築家としてのモデルをつくリだ

いっていう気持ちがすごく強くあリますね。それをやら

ないと、口太の字土会も豊かにならないし、いつまで翌っ

ても資本があるところにしか建築家はいないっ

じゃ、ちょっと情けないですよね。そ礼も俊輩への大き

なメッセージですね。
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